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大洗町における土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例 

昭和50年９月18日 

条例第28号 

（目的） 

第１条 大洗町における土地改良事業に要する経費について，地方自治法（昭和22年法律第

67号）第224条の規定に基づき，分担金を徴収するほか，土地改良法（昭和24年法律第195

号。以下「法」という。）第96条の４第１項において準用する法第36条第１項の規定によ

り，当該事業の施行に係る地域内にある土地につき，法第３条に規定する資格を有する者

に対して，この条例の定めるところにより，金銭夫役又は現品を賦課徴収するものとする。 

（土地改良区からの徴収） 

第２条 前条に規定する者から金銭を徴収する場合において，その者が当該事業の施行に係

る地域の全部又は一部を地区とする土地改良区の組合員である場合には，その者に対する

賦課金に代えて，その土地改良区から，その同意を得てこれに相当する額の金銭を徴収す

ることができる。 

（賦課の総額） 

第３条 土地改良事業に係る金銭夫役又は，現品の賦課の総額は，当該年度において当該土

地改良事業に要する経費の総額から，当該年度における当該土地改良事業に係る国及び県

の補助金を控除した額の範囲内とし，毎年度予算で定める。 

（賦課の基準等） 

第４条 金銭夫役又は，現品は毎年度，予算の定めるところにより当該土地改良事業の施行

地内にある土地の全部につき，地積割に賦課するものとする。 

２ 前項の賦課の基準並びにその徴収の時期及び方法は町長が定める。 

３ 前項の賦課の基準を定めるに当たっては，当該事業について，その施行に係る地域内に

ある土地の利益を勘案しなければならない。 

（夫役及び現品の金銭換算の基準） 

第５条 夫役及び現品の金銭換算の基準は町長が定める。この場合，夫役については，性別，

年令，労働の軽重等を，現品については，品質，特性等を勘案しなければならない。 

（賦課徴収の延期等） 

第６条 町長は，金銭夫役又は現品の賦課を受けた者のうち天災により資力を著しく減じた

者，その他特別の事情がある者について，特に必要があると認める場合は当該賦課にかか

る金銭夫役又は現品の納期限を延期し，又は町議会の議決を経て賦課の減免をすることが
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できる。 

（賦課徴収に対する審査請求） 

第７条 第３条の規定により，金銭夫役又は，現品の賦課を受けた者が，その賦課又は徴収

に異議があるときは，その賦課を受けた日から180日以内に町長に対して審査請求をする

ことができる。 

２ 前項の規定による審査請求があったときは，町長は，当該審査請求がされた日から30

日以内にこれを裁決しなければならない。 

（急施の場合の特例） 

第８条 法第96条の４第１項において準用する法第88条第１項の規定により応急工事計画

を定めて行う土地改良事業に要する経費に充てるため，金銭夫役又は現品を賦課徴収する

場合においては，あらかじめその徴収を受けるべき者の３分の２以上の同意を受けるもの

とする。 

（委任） 

第９条 この条例の施行に関し必要な事項は，町長が別に定める。 

附 則 

この条例は，公布の日から施行する。 

附 則（平成25年３月14日条例第９号） 

この条例は，公布の日から施行する。 

附 則（平成28年３月９日条例第５号） 

（施行期日） 

１ この条例は，平成28年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 行政庁の処分その他の行為又は不作為についての不服申立てであってこの条例の施行

前にされた行政庁の処分その他の行為又はこの条例の施行前にされた申請に係る行政庁

の不作為に係るものについては，なお従前の例による。 

附 則（令和５年12月１日条例第27号） 

この条例は，公布の日から施行する。 

 


